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雑

報

一

北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
五
八
年
三
月
一
七
日
(
木
〉
午
後
二
時

i
五
時

「八

0
年
代
日
本
の
法
学
方
法
論
を
考
え
る
」

-
|
刑
事
法
学
を
素
材
に
ー
ー

立
教
大
学
助
教
授

荒
木
伸
恰
氏

出

席

者

一

五

名

荒
木
氏
は
、
詳
細
な
レ
ジ
ュ
メ
を
配
布
さ
れ
た
う
え
で
、
約
二
時
間
に
わ

た
り
、
議
論
を
展
開
さ
れ
た
。
左
記
は
、
荒
木
氏
自
身
に
よ
る
要
旨
で
あ

る
。
報
告
後
、
実
証
研
究
と
法
解
釈
を
架
橋
す
る
擦
の
論
理
構
造
や
、
想
定

さ
れ
る
「
法
学
」
像
な
ど
に
関
し
て
、
質
問
と
応
答
が
な
さ
れ
た
。

*

*

*

 

六
0
年
代
後
半
に
は
、
岩
波
講
座
現
代
法
全
一
五
巻
、
ジ
ョ
ー
ジ
、
平

野
、
田
宮
編
「
経
験
法
学
入
門
」
が
発
刊
さ
れ
、
大
統
領
委
員
会
の
「
自
由

社
会
に
お
け
る
犯
罪
の
挑
戦
」
が
広
く
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
経
験
法
学
的
研

究
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
花
開
く
か
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
刑
法
学
会

に
お
い
て
は
、
一
九
七

O
年
に
三
井
誠
教
授
に
よ
る
訴
追
裁
量
の
研
究
(
数

量
化

E
類
〉
が
報
告
さ
れ
た
の
み
で
、
一
九
人

O
年
の
責
任
論
研
究
会
に
よ

る
責
任
と
罰
に
関
す
る
意
識
の
日
米
比
較
ハ
実
験
計
画
法
)
、
お
よ
び
、
同

報
告
者

年
の
刑
罰
論
研
究
会
に
よ
る
刑
事
法
研
究
者
の
抱
懐
す
る
刑
罰
理
論
の
調
査

(
因
子
分
析
)
の
報
告
に
至
る
。

だ
が
、
多
変
量
解
析
の
手
法
を
用
い
た
研
究
に
限
定
し
な
い
な
ら
ば
、
七

0
年
代
に
も
経
験
法
学
的
研
究
の
萌
芽
が
さ
ま
ざ
ま
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
松
尾
・
沢
登
ら
に
よ
る
少
年
法
関
係
諸
機
関
の
実
態
調
査
(
「
少
年
法
ー

そ
の
現
状
と
課
題
」
〕
九
七
二
・
大
成
出
版
〉
‘
佐
藤
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の

社
会
と
刑
事
司
法
と
の
関
連
の
紹
介
(
「
取
引
の
社
会
」
一
九
七
四
・
中
公

新
書
〉
、
小
野
坂
・
刑
務
所
の
社
会
学
的
検
討
(
一
九
七
二
・
刑
法
学
会
)
、

荒
木
・
弁
護
士
業
務
と
迅
速
な
裁
判
(
一
九
七
六
・
刑
法
学
会
)
、
監
獄
法

研
究
会
に
よ
る
受
刑
体
験
談
聴
取
(
一
九
七
七

t
七
人
・
法
律
時
報
〉
、
宮

沢
節
生
に
よ
る
第
一
線
刑
事
の
意
識
と
行
動
の
実
態
調
査
〈
一
九
七
九
1
・

北
大
法
学
〉
等
々
。
し
か
し
、
最
も
重
要
な
の
は
、
一
九
七
四
年
の
日
本
犯

罪
社
会
学
会
の
設
立
で
あ
っ
た
ろ
う
。

刑
事
司
法
の
運
営
や
刑
事
法
執
行
過
程
に
全
く
無
知
の
ま
ま
、
中
途
半
端

な
紹
介
法
学
と
空
疎
な
観
念
論
を
行
な
い
続
け
る
学
界
へ
の
批
判
の
声
が
、

法
務
省
・
裁
判
所
に
強
ま
っ
て
お
り
、
刑
法
学
会
に
も
の
足
り
な
さ
を
感
じ

る
者
は
、
日
本
犯
罪
社
会
学
会
に
も
加
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
刑
法
学
会

自
体
も
、
問
題
関
心
の
多
様
化
に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

人
0
年
代
の
刑
事
法
学
研
究
者
は
、
最
低
限
、

I
S
と
O
U
G
H
T
と
を

一
旦
峻
別
し
た
上
で
、
研
究
を
進
め
ざ
る
を
え
な
い
。
哲
学
・
宗
教
等
を
求

め
、
自
ら
の
価
値
観
を
自
覚
す
る
こ
と
、
事
実
の
認
識
を
踏
ま
え
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
法
学
と
い
う
分
野
に
不
可
欠
な
法
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
せ
め

て
機
能
法
学
の
方
法
に
よ
り
つ
つ
、
主
観
と
客
観
と
を
意
識
的
に
融
合
な
い
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報

し
組
合
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
説
得
力
H
有
効
性
を
増
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

事
実
の
認
識
の
た
め
に
は
、
社
会
学
・
統
計
学
研
究
者
と
、
役
割
分
担
型

で
な
く
、
解
明
す
べ
き
課
題
共
有
裂
で
、
共
同
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
そ
の
際
、
法
学
研
究
者
は
、
仮
説
を
立
て
る
前
提
で
あ
る
課
題
提

示
に
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
プ
を
発
揮
で
き
よ
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
に
伴

い
利
用
可
能
と
な
っ
た
多
変
量
解
析
の
手
法
を
、
複
雑
と
一
言
わ
れ
る
法
学
研

究
の
た
め
に
も
、
積
極
的
に
利
用
し
な
い
手
は
な
い
。

私
自
身
、
交
通
違
反
取
締
り
・
交
通
切
符
手
続
に
つ
い
て
、
現
在
、
本
格

的
共
同
研
究
に
取
組
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
従
来
の
刑
事
法
学

に
お
け
る
「
常
識
」
を
、
い
く
つ
か
覆
え
し
つ
つ
あ
る
。
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